
中学校特別支援学級における社会的 ・職業的自立を目指した

生活力を育成するためのカリキュラムの研究開発
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要約：グローバル化が一層進行するこれから0）社会において，将来の就労を含む生活に向けた生活力の育成を目指し，

時間寄康の町議業・家庭Jに新たに佐会生活に関する内容を加味した耕ヰ「キャリアマネジメントJを教育課程に位

置づけ，カリキュラム開発を行った単元ご、との評価を観有0Jlj判面とキャリアの4能力によって授業を実践した結果，

生徒や保革者・教員に対して学校設定教科のカリキュラムに一定の効果があった。指導内容の見直しなど，より一層

の授業改善が今後の課題である。

キ Jフード： 糊岐援教育，キャリア教育， 学替輸， 授業主善

I.研賓の背景 1.社会情勢にかかわる課題

本校におけるカリキュラムの研究会衣鉢は、前期中

等教育郎皆における特別支援学級在籍生徒の社針句・

職業詩句自立を目指し，生活力を育成するための指導の

在り方に対する提言を行うものである。

これまで本校槻リ支援特設では，特別支援学校学習

指導要領および作業学習の手引き（改訂版・明戎7年

度）を基に，作業を活動の中心に据えた学習を展開し

てきた。平成21年度からは，それまで行っていた職場

体験学習をジョブサポートティーチャーの指導を受け

ながら錨証する形態に変更し，調擦の就労を目指した

取り組みを展開してきた。また明或22年度からは，職

場体験学習と作業学習を関連づける試みとして，広島

県教育委員会が実施している「技能検定」に準じた清

掃スキルの指導を取り入れ、新しく作業種目「環境l

を設定し，就労をより爵哉した指導を行ってきた。更

に平成23年度は新たな雇用を創出してしも社針任企

業をモデルにして学習指導体制を組むことで，生徒相

互の協力ι自らの役割を担って主体的に働くことを

意味づけることが可能となった。

そして平成24年度は，新しし、指導の形態「職業生活J

を立ち上げ，指導体制の充実を図った。

これら寸車の研究により明らかiこなった翻訴とし

て，次の3点を挙げることができる。

＊大和大学教育学部 材広島大学大明完按育学研受刑
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今日，障害のある者が出掛士会の中で社会参加し，

主体的に生活を切りひらき，かっ利用できる社会資源

を積極的に活用することのできるような力として担会

生活力が注目されている。障害者雇用促進法は担会変

化に対応して，これまでに何度か改正治苛子われ，障害

者雇用の俗隼にむけた取り組みが各地で実践され，雇

用率も上昇してきている。さらに平成25年度になって

法定雇用率が引き上げられる等，障害者の雇用をより

一層進めてし、く必要が出てきている。職種lこついても

以前は第1次産業を中心としたものが多い傾向があっ

たが，接客明青掃としりた第3次産業も増えてきてい

る。雇用の拡大ヰ暗躍の広がりに伴い，生徒自らが自

分の興味関心柄車性に応じ就労を考えていく中で，職

業リハビリテーション等の就労支援へのニーズも多様

化・複雑化している。また，受け入れ企業からは働く

ことへの意欲等に課題のあることが指摘されている。

2 教育課程にかかわる課題

学校教育においてはキャリア教育カ守衛生され，就労

を意識した社針台・職業語句自立を目指した特色ある実

践が各学校で行われてきている。槻リ支援教育におい

ては一般的に、職業的自立を意識した指導として，教

科「職業・家庭Jや合わせた指導の形態として 「作業

学習J，小学校期着では「生活単元学習」が取り組ま



れ，働くこと〈の基礎となる事項を学習できるよう教

育課程が編成されている。しかしながら，職場におい

てはコミュニケーションや人間関係の形成に関わる力

の他に課題を滋子していくカ，任務を適切にこなせた

かどうかを評価できる力，さらには将来にわたって主

体的に生活していくことのできる力等も必要である。

社会的・職難泊立のためには指導内容として教育課

程に位置付ける工夫が必要である。

3.キャリア教育の推進に概フる課題

児童・生徒の勤労観。職業観を育てるキャリア教育

への期待が年々高まっている。キャリア教育推進の方

策として，社会，国語智正存耕i附萱徳の授業におけ

る関車づけ，発達朗3皆に応じた教室での学習プログラ

ムの開発，指導の工夫，改善等と並び，職新本験や職

業人へのインタビュー等体験活動を通して相会の倣E

みについての草訴事を深める取り組みが増えている。中

等教育関皆は進路の将矧句選択期，進路の現実自探

索・諸子と佐針句移行準備期とされ，職場体験学習を

含む様々な実践が，各教科・領域切子われている。キ

ャリア教育の必要性や意義の理員斡主学校教育の中で

高まってきており，実践の成果も徐々に上がっている。

また「人間関係形成能力J 「情轍舌用能力j 「将来設

計能力J「意思決定能力Jの4つの能力領域が示され，

小・中・高等学校で系細切こ整理されたマトリックス

が示さ払整｛需が進んできた。しかしながら，キャリ

ア教育は新しい教育活動を指すものではないとしてき

たことにより，校ι抑つ教育活動のままでょいと誠事さ

れたり，体樹舌動が重要とし、う側面のみをとらえて，

職場体験活動の戴伝をもってキャリア教育を行ったも

のとみなしたりすること等，各教科・領域で一人ひと

りの教員の受け止め方や実践例耀・水準にばらつき

があることや，そのつながりが明確になっていないた

めに系統性が不寸分であること等の課題がある。

II.碩究の目的と仮説

これら諸問題制平決に向け， 「職業生活J' 「家庭

生活J' 「ライフキャリア」の頓IJ面から新たな教科と

して「キャリアマネジメントj を設定し，その指導目
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標・内容・プ＊°コ開発を行う。

具体的に出足来からある「聴撲・窮窪」の指導内容

にライフキャリアの視点を踏まえた内容を付加し，グ

ローノミノLイ七する社会情勢に対応した新たな指導内容と

して特イヒする。

このカリキュラムを実施することにより，生徒のコ

ミュニケーションカや社会生活・職業自舌における技

能の習得向上および自尊感情の高揚明哉業に対する意

識に変容が生まれ，生活力が高まることが期待される。

m.実態把握

1.広島県立特別支綾判安（知的障害）教員に対する

アンケート調査から

広島県内の特別支援学校改ロ的障害）〔本校10q哉

業コース3を含む） ・分校1・分級2・分教室1〕

の教員を対象に，本研究で生徒につけたい資質や能

力について，その妥当性を検討するために質問紙に

よるアンケート調査を行った（平成26年 10月～11

月）。そのうち，本校7（翫訴判職業コース 1)' 

分校O，分首長2，分教室l，の回答を得た。有効回

答率は71パーセントで、あった。

アンケート調査の項目と結果を以下に示す。

(1）中高連携のために実施していること

の艶誇や交流のために行っていること

－担当者会の開催

・設備や用具の共用

－備品整備や麟イ料費に係る担当者間の協議

. r鱒御崎に係る合同研修

②良かった点

・中・高の6年間で一貫性のある指導ができる。

－中・高での合同研修を実施することで，指導技術が

向上する。

－各学部の作業担当者がわかり，責任の所在について

共通瑚平ができる。

＠滞髄点

・同一の特号崎健主で指導するため，生徒数急増の影響

を受けそ寸く，指導教室の不足が生起しやすし、。

－年度初めに1回開催されるだけのため，学箸聞の連

絡だけで終わっている。



(2）つけたい資質とその時期について

将来設計カ

自己事f!!'iカ

自己iS択力

根組遂行力

勤労窓欽

指示内容の理解

鎗:Ii主

コミュニケーシヨンカ

ルールや守ナー

墨史学力

忽礎体力

lS本的生活~';l

。% 20% 40% 6似即%100% 

高等部入学まで 高等部で

＊各項目についてO，特にそう思うものについては＠

を記入してし、ただいた。Iつの項目に複数O，＠がつ

いているものは指導時期の早い方を抽出した。ま

た， Oと。の両方－があったものは＠を抽出した。

＊つけたい力とその理由につしての記主を次に示す。

①基材ぢ生活習慣

高等部でも継続するが，社会に出て必要な基本的生

活習慣は中学部までに身に付け，高等部ではその上で

社会に出て活用できる力をつけたし、

②／レー／レとマナ」

日常生活の基本的なノい一／レとマナ）は高等部3年

間だけで身につけるのは難ししL小学部，もしくはそ

れ以前から基オ噌ぢなルー／レとマサ、ーを身に付けてし、か

ないと間に合わなし九

③勤労意欲

働きたいとし、う意欲と役に立っているとしづ達駒誌

は高等部の早し1時期から身につけてし、きたしもその上

で職場実習等を重ね，事協につなげてし、くことが必要3

④課題遂行力

自分で解決する力をつけておきた凡社会に出て，

考えて行雪tすることなく待ちの姿勢では続カヰ品、。

(3）他に高等部入学ま－c:~こつけておいた方が望まし

い資質・吉助

①他者との蹴憾，プライベートゾーンの設定
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－思清朝に入り，特に異性との関わり方に課題が出て

くるため。

リレールやマートーの項目に属するが，幼児期から小学

校期に，身イ樹新虫 （手をつなし、て歩くや，抱きっし、

て親しみを表すこと）を身につけ習慣イヒすると，高

等部になってもそれが続くので。

②注視する力

・人が話をしてし、る時には，その人の方を見ることが

必要だカミら。

③忍耐力 ・持続力

・作業学習においては，同じ作業を繰り返し実施しな

がら，作業育1tfJの向上を図るため。

⑨百演目盛能力

・危機句な：ぬ兄を；麟平できない生徒が多し、から。「場J

を読む力が弱く，苦手な生徒が犯罪に巻き込まれた

経験がある。想定される状況をできるだけ具併 比

提示し，スクリプトを作ることが必要であるから。

(4）他に高等部入学教に高等部でつけることが望ま

しい資質・能力

①自己管理能力

・職場実習などが増えるため，保護者をあてにするの

ではなく自分で健康管理できることが必要だから。

を漁自瞬間能力徐暇を過ごすか

－斜展。過ごし方を自分で港駅して自由な日輸を 「楽

しくJ過ごせることが大切であり，ワーク・ライフ・

バランスがとれ，より充実した生活，人生が歩める

ことが大切だと思うから。

－卒業後，休日等を適切に過ごすことができない場合，

就労時断売にマイナスとなることが多し、ため。

儲士会人として必要な基料情動能力

ぺ彩馬婿iカの中に含まれると思うが，就労を希望す

る生徒にとって「社会人Jは， 「仕事をして家に帰

るJだけでは，生活していることにならなし、から。

家事や休日の過ごし方，置ま諺概要の付き合し、方敏／〉

活動を具体的に体験，学習し，身につけておく必要

があるから。



2. 本学級生徒｛こ対するアンケートから

本学手2Hま，中・軽度。球日付章害特別支援学級である。

比隣句規模の大きな判長集団であることを生かし，将

来の社針句自立をめざし，生徒相互のかかわりを大切

にしながら生活力を高める指導・支援を行っている。

毎年4月に行っている個別の指導計画作β知寺のアンケ

ート（図1）をみると，現関替での課題は生徒個々に

より異なっているが，コミュニケーションに関連する

ものが多くみられた。具体的には，文章表現や考えや

気持ちの伝え方， 一方的でないやりとりなどが挙げら

れた。

9月に本f科技生徒を対象に行ったキャリア教育の基

礎的・汎用的能力に関わるアンケート（図2）では，

自己理解・自己管理能力に関する項目では肯定的な回

答が多くみられるが，課題対応能力やキャリアプラン

ニング能力に関する項目では「調べて分かったことを

わかりやすく人に伝えるために，まとめ方を工夫して

いる」や「なぜ勉強するのか考えて勉強しているJな

どで，否定的な回答も多くみられ，自信のなさがうか

がえる結果となっている。

卒業後の進路lこっし、ては，ここ数年，生徒・僚議者

共に，実態に応じ，何らかの形での就労を含む社会参

三 ~·i\'. 1 

、
空軍~；；：：：

図1 課題だと考えていることに関するアンケート結果
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図2 基樹句・涜用的能力に留するアンケート結果

干士会参加や働くことの目的等について尋ねると，めい
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まいで，漠然としている様子があるものの，上級生で

は謹路決定も近づくことから，具桝句な姿をイメージ

できるようになりつつある。これらの実態から，生徒

一人ひとりの将来の自立した生活に必要となる様々な

焔哉・技能・鮪支等を身に付けていく指導や支援を系

統的に行ってし、く必要があると考えられる。

IV.カリキュラム開発の概要

現行の「職業・家庭jを見直し，新たにライブキャ

リアの視点、を盛り込んだ薪たな設定教科「キャリアマ

ネジメントJの指導内容を「職業生活に関するもの（

しごと） j 「社会生活に関するもの（くらし）j 「家

庭生活に関するもの（かてし、） j に分類した。また，

評価方法については従来の4つの説長（関心・意欲・態

jむ思考・判断・表者む投信知識・理解）とキャリアの

4能力（人間関係形成・社会形成能力／自己理論平・自己

管理能力／静題対応能力／キャリアプランニング、能力）

をクロスさせた16項目の観点を設定し丸これによっ

て生徒の成長の様子や授業にっし、てす刊面し，授業改善

を行し、ながらカリキュラムの効果を測定することとし

た。次にキャリアマネジメント実施に当たって本年度

定めた目標，育てようとする資質や能力，指導目標を

あiずる。

1. 目標

生涯にわたって社会参加に意欲を持てるようにする

とともに，適切な自己の把握を通して，社会生活およ

調撲生活ー家庭生活に必要な基樹ぬ知識・技能と

態度の習得を図り，実践的な態度を育てる。

2.育てようとする資質や能力

①社会自舌に必要なスキル

②就労.r-...0）意欲

③自己有用感・自己効力感等の内発的な意欲

④自己の郡平と担握による評価力

⑤課題滋子力

3.指導目標

( l）自己の適切な理解に基づき集団の中で役割と責

任を果たすことができるようにする。

(2）社会生活，職業生活，家庭生活に必要な知識と

技能を身に付け，将来の自立した生活に向けた意



欲を持つことができるようにする。

(3）教青課程 （図3)' （図的

平成2G＇－度各教将等 の筏寮傍li!§ll

aτ・ー ~ i 1学年 2鴨川特 ｜館 側

105' 105 1051 315 

210 

105 i 315 

各
70 701 701 210 

会科 「i1宕弱議 35 35 35 105 

子。 70 70 210 
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翻朝時JI 外国緩 70 210 

繍 によってSιlキ一ャリア一マネジメント 210 2.10/ 210 I ω。
置Lた訟判 I 

運ct 35 35 105 

70 70 70 ! 210 

35 35 ぉ｜ 105 

70 7-0 I 河！ 210 
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図3 平成26年度各続得の授業時数配当表

学 年 I 1学年 l2学年 I3特｜師側

畠議開膏 生活思静留1 2特i叫 州 市
合わせた；2哩

I I I iO I 。 。
殺学 7Q 701 71} 210 

J!'!¥4 。 。 。 。
音袋 斗一一お 35 35 105 

70 ! 70 70 210 

苅！ 70 210 

70 70 7fJ i 210 

630 

。 。 。
70 I 70 70 210 

351 お 35 105 

10 I 70 70 主10

1015 1015 初45

図4 平成6年度指導形態~j際業時数配当表

5.指導形態について

「職業に関する内容」は原則として一斉および縦割

りの3グ〉いープによる指導とする。ただし，課題学習シ

ステムおよじ牧内実習ならびに職場体験学習は学年別
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の指導とする。

「家庭に関する内容j は学年別の指導とする。ただ

し，年間を通じて3分野「衣生活・食生活・住まいJを

全て扱うこととする。

「社会生活に関する内容Jは原則として学年別の指

導とする。ただし，余暇活動や蝉謝舌動，交流活動に

関わるものは全体での指導とする。

V.キャリアマネジメントの単元説画と実銭飼

単元の実施にあたり，すべての単元について単元計

画を作成した。 また，それぞれの単元について評価の

観点を加えた。実施に当たってはさらに各委下価の観

点を各3項目ずつに細分化し，よりきめの細かしす刊面

ができるようにした。

以下に単兄前面とその実践事例を挙げる。



キャリアマネジメント（しごと）分野 単元計画

単元名 「私たちの東雲コーポレーションJ（クラフトグ／レープ）

指導対象 東雲中学校全学年3組 6名 クラフトグループ生徒

単元設定の理由

生徒の将来像として，社会生活や職業生活の中で，集団の一員として生きていく姿が想

像される。そのような生活においては，他者との関係の中での自分を意識して行動できた

り，協働して仕事をすることができたりする力が必要となっていくと考えられる。（しごと）

分野では，学年縦割りの 3つのグループを編成し授業を行う。種目設定は特別支援学校高

等部の作業学習で多く行われている種目や将来の社会生活および職業生活との関連，学校

の人的設備的環境，生徒の興味関心を考慮、した。会社に見立てた学習とし，それぞれの役

割を分業し協力して作業を行うことで，他者と一緒に働くということを意識した言動やマ

ナーを身につけたり，自分が役割を確実に果たすことの大切さを理解したりすることがで

きると考える。指導にあたっては，授業開始時のミーティングや目標設定，授業後の振り

返りを大切にし，働き方を指導の中心にすえる。本グループでは作業工程をスモールステ

ップに分解しやすい手工芸を中心にした製品作りを行う。個々の力に応じた行程を担当さ

せ，達成感をもてるようにする。

指導目標

(1）使う人のことを意識して製品を考え，試作・改善をする中で，意見を交流させながら

合意形成することができる。

(2）活動の目標に沿って，計画的に作業を遂行することができる。

(3）相手を意識した辰る舞いやコミュニケーションをとることができる。

評価の観点

関心 ・差撒・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

自分の考えや思いを 相手の意見を聞い 相手の思いや意見を 分業について理解し

人間関係形成 ・ 相手に伝えることが て，自分の考えを正 正確に理解すること 作業することができ

社会形成能力 できる。 確に伝えることがで ができる。 る。

きる。

自己理解・
任された作業に意欲 自らの思考や感情を 他者との協力や協働 自分の持ち味を把握

を持ち，遂行するこ 律することができ を主体的に行うこと し，力を発揮するこ
自己管理能力

とができる。とができる。 る。 ができる。

自らが行うべきこと 作業に応じた道具の 道具を安全・適切に 指示を理解し，作業

課題対応能力 に意欲的に取り組む 選択ができる。 扱うことができる。 を行うことができ

ことができる。 る。

集団の中での役割と 目標に沿って作業を 目標に沿って作業を 自らが果たすべき

キャリアプラ 責任を果たそうと， 行えているか辰り返 遂行できたか，達成 様々な立場と役割を

ンニング能力 意欲的に作業に取り ることができる。 度を評価できる。 踏まえて作業を行う

組むことができる。 ことができる。
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個別の目標と支援（例）

個別の目標 自分の分担を遂行することができる。

支援 担当する作業の手順書を確認させる。

評価規準 自分の担当する仕事を確実に行い，次の担当者に受け渡すことができる。

（知識・理解，キャリアプランニング能力）

指導計画（全68時間）

第 1次商品開発（18時間）

第2次試作品作り，改善，商品作り（46時間）

第3次販売活動（4時間）

学習の犠子

, -
製品作り

指導上の工夫点・改善点

．企業見立ての指導

販売活動

考える時間を大切にして指導を行った。各グループでリーダーとサブリーダーが中心に

なり，本時の目標設定を行うようにした。さらに目標が達成された状態を考え，学習の

目当てを明らかにして学習活動に臨ませた。活動後には一つひとつの項目について評価

を行い，全体でシェアするようにした。

・作業活動に取り組む上で守るべきことを話し合い，ルールとして設定した。授業始めの

ミーティングで唱和するようにし，意識を持って学習活動に臨めるようにした。

生徒の変容

・作業活動が仕事として理解され，必ずやり遂げようとしづ意識が高くなってきている。

自分たちで目標設定をしたことで，自分が何をがんばるのか，グループは何を目指して

いるのかが明らかになり，活動に取り組む姿勢や，製品の仕上がりもよくなってきてい

る。課題を遂行する力も高まってきている。

・一緒に活動する仲間の良さを認め，同時に直してほしいことを伝えるなど，協力して頑

張っていこうとする気持ちを表現できるようになってきている。
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キャリアマネジメント（しごと）分野 単元計画

単元名 「職場体験学習②J

指導対象東雲中学校第3学年3組 6名（男子4名，女子2名）

単元設定の理由

中学3年生は咋年度中学2年生の時に 3日間の職場体験学習を経験している。今回は

同じ体験内容で，土日の休日を挟んだ4日間実習を行う。このように2回実施すること

で，生徒それぞれが前回の経験を活かし，工夫 ・改善を図る機会を得ることができる。

そして，働くということについても前回との比較をしながらより考えを深めることがで

きるものと考える。

また，職場体験学習の期間中の休日iこ，本学級の卒業生である青年学級生が中学校に来

校し，本学級の生徒と進路について語り合う会を設ける。このことによって，自分の進路

を自分でイメージし，考えてし、けるようにしたい。

指導目標

(1)状況に応じたマナーを理解し，適切にコミュニケーションをとることができる。

(2）経験を活かし，適切な作業を判断しながら業務を遂行することができる。

評価の観点

関心・設欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

あいさつや返事，報告， 状況を判断して，援に応 相手に伝わるようにあい なぜ，あいさつや返事，
人間関係形成・

連絡をしようとしてい じたあいさつや返事， 報 さつや返事，速絡，報告 連絡，報告をするのかが
社会形成能力

る。 告，連絡をしている。 をすることができる。 わかる。

自己理解・
自分がやるべきことに築 自分の仕事を理解し，自

自分の役割を主体的に行 自分がやるべきことを判
中し，自制して取り組む 制しながら取り組むこと

自己管理能力 おうとしている。 紛できている。
ことができる。 がわかる。

苦手な仕事にも意欲を持 仕事に応じた用具を適切 うまく し、かなかった原因
仕事が適正に行われたか

課題対応能力 って取り組もうとしてい に扱ったり，工夫したり や課題，改善すべきこと
を正しく評価している。

匂 ’tることができるロ を理解している

キャリアプラ ｛効くことに；意欲を持って
と．のようにしたらうまく

改喜善して行動することが 働くことの意義や自分の

ンニング能力 いる。
いくかを考えることがで

できる。 役割を纏解している。
きる。

個別の目標と支援（例）

個別の目標 中学2年生の時の反省や課題をあげることができる。

支援 前年度の資料を使って振り返りをする。

評価規準 適切にコミュニケーションをとりながら，中学2年生時の課題に基づき，業

務を遂行することができる。（技能，キャリアプランニング能力）

指導計画（全29時間）

第 1次実習先でのマナー（ 1時間）
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第2次公共の場で（2時間）

第3次職場体験学習②（26時間）

学習の様子

学部棟の清掃

指導上の工夫点・改善点

図書館業務

・広島大学で福祉就労している職員やジョブコーチによる指導や，サポートティーチャー

（学生ボランティア）の支援等を受けながら，学部棟の清掃や図書館での仕

事を体験した。

• 2年生の時に体験しているので， 2回目の職場体験学習である。前回の経験をもとに，

生徒一人ひとりが目標を立てて臨むことができた。

・保護者参観の機会を侍った。実際の様子を見ることで，どのような体験をしているか知

ってもらうだけでなく，家庭で将来について話をする良い機会にもなった。

・サポートティーチャーに評価表の記入や生徒のしおりへのコメント記入をしてもらったo

生徒の変容

・2回目の体験で，見通しを持って臨んでいるので，関心・意欲・態度が高かった0

．個人で立てた目標を意識した言動が見られた。

・清掃に没頭ーするあまり，あいさつや返事を忘れる場面があったが，そのことに自分で気

づき，改善しようとする姿が見られた。

・技能の向上ゃがんばりをほめられることで，自己の成長を実感し，疲れたが達成感を味

わっている様子が見られた。自己肯定感の高まりにつながっていると推測される。

・生徒は，サポートティーチャーにすぐに評価してもらうことで，自分の良かったところ

や課題を確認することができ，具体的な目標を持って次の仕事に取りかかることができ

た。
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キャリアマネジメント（くらし）分野単元計画

単元名 「進路を考えようJ

指導対象東雲中学校全学年3組 18名 （男子 14名，女子4名）

単元設定の理由

中学校卒業後の高等部になると，職場見学・実習といった実践的体験的学習を通して

自分の進路を考える段階になる。このことを考慮すると，中学校段階では働くことはど

ういうことか，自分の将来の社会生活をどうプランニングするか，といったことをイメ

ージしておくことが必要であると考える。身近な先輩である青年学級生（本学級の卒業

生）の話を聞いて様々な情報を得たり，働くことだけでなく余暇の過ごし方も含めた将

来の社会生活について考えたりすることで，スム｝ズな高等部段階への移行，さらには

就労の実現を目指したいとの考えから本単元を設定した。

指導目標

1年生…自己の特性を知り，将来の生活を考えることに関心が持てるようにする。

2年生…将来の社会生活への意欲が持てるようにする。

3年生…自己の興味・関心に基づきプランニングを行い，進路を切り拓くことに意欲が

持てるようにする。

評価の観点

関心・意欲・程度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

自分の鐙かれている状
自分の思いを相手に伝 相手の意見を聞いたり，

人間関係形成・ 他者の意見を開くこと 況や．自分に必要な知識

社会形成能力
えたり，他者の思いを受 自分の意見を伝えたり

に意欲を持っている。 やt支能，能力態度がわか
け止めたりしている。 することができる。

る。

自分がやるべきことを
自分の進路について前 自分の進路の実現に向 自分のやるべきことに

自己理解・ 理解するとともに，ス卜
向きに考えようとして けてやるべきことを判 集中し，自制して取り組

自己管理能力 レスへの対処の仕方が
し、る。 断している。 むことができる。

わかる。

進路実現に向けての課
さま~まな情報を主体 進路の実現する上での 課題の解決に向けて計

題をどのように解決し
課題対応能力 的に選択し，活用しよう 摂胞を発見し，分析して 箇を立案し，実行するこ

ていけばよし、か理解し
としている。 レ、る。 とができる。

ている。

自分の将来設計を立て 進路実現に向けて主体
キャリアプラ さまぎまな情報を取捨 学ぶことや働くことの

ることに意欲を持って 的に行動し，改善するこ
ンニング能力 選択・活用している。 意義を理解している。

いる。 とができる。

個別の目標と支援（例）

個別の目標 自分が将来やりたいこと，なりたいことをあげることができる。

支援 ワークショップ型の学習を取り入れる。

評価規準 一人ひとりが自分の未来予想図を描くことができる。

（関心・意欲・態度，キャリアプランニング能力）
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指導計画（全8時間）

中学1年生 中学2年生 中学3年生

第 1次 進路を語る会（2 h) 進路を語る会（2 h) 上級学校の生活（2 h) 

第2次 私の未来予想図（2 h) 私の未来予想図（2 h) 進路を語る会（ 2 h) 

第3次 私と生活（2 h) 住事と生活（2 h) 余暇の過ごし方（2 h) 

第4次 余暇の過ごし方（2 h) 余暇の過ごし方（2 h) 私の未来予想図（2 h) 

学習の様子

進路を語る会

．．．．．．．．．．． 

．．．．．．．．．．． 

未来予想図（1学年）

指導上の工夫点・改善点

• r進路を語る会Jでは，どのグ、ループにも中学生と青年学1級生，親の会（在校生及び卒業

生の保護者）がバランス良く入るようにグ、ルーピングし，いろいろな立場からの発言が

出て共有できるようにした。「社会に出て大切なことj というテーマで意見交換し，出た

意見を付筆紙に記入し，内容によって「健康・生活J「コ ミュニケーションj「マナーJ「学

習Jの4つに分類した。

・「私の未来予想図」では，どのような仕事をしたいか，その仕事はどのような仕事内容が

あり，自分はどのような仕事内容をしたいのかを具体的に考えるようにした。また，仕

事と家庭生活がつながるようなプランを考えるよう促した。

生徒の変容

・f進路を語る会Jは，卒業生の話を直接聞くことで，将来の生活に対するイメージを持ち，

進学や就労で何が必要かを具体的に知ることができた。見通しを持つことで，自分の進

路を自ら考え切り拓く意欲を持つことにつながった。また，各家庭への進路に関わる話

題を提供したり情報交換したりする機会になり，生徒が家族とともに進路について話合

うきっかけになった。

－「進路を語る会j で卒業生の話を聞いたことによって，「私の未来予想図J「上級学校の生

活Jの学習で自分の将来を具体的にイメージして考えやすくなった。
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キャリアマネジメント（くらし）分野単元計画

単元名 「地域とのつながりJ

指導対象東雲中学校 2学年3組 6名 （男子5名，女子1名）

単元設定の理由

自分の暮らす地域のことを知ったり，地域の中で自分のできることを考え行動したりす

るなど，自分も社会の一員として，地域と自分のつながりについて考え意識し行動できる

力が，将来の社会生活をより豊かにすると考える。本単元では，地域の清掃活動を行うと

しづ学習を通して，自分にもできる地域貢献を体験する。地域の清掃活動は，何かを販売

し収入を得るというような直接的な見返りのない活動であるが，人には見えないところに

も，人の役に立つ役割が存在することを知り，自らもやってみようとする意欲が高まるよ

うにしたい。

指導目標

(1）自分も社会を構成している一人であることを意識するこ とができる。

(2）周りの人の役に立つ行動を意欲的に行うことができる。

評価の観点

関心・意欲・態度 思考・判断 ・表現 技能

自分も社会の一員で 地域の人々のことを 地域の人々のことを

人間関係形成・ あることに関心を持 考えて，自分のでき 考えて行動すること

社会形成能力 つことができる。 ることを考えること ができる。

ができる。

任された作業を最後 他者と協力の場面 他者との協力や協働

自己理解・ まで遂行することが で，より良い行動を を主体的に行うこと

自己管理能力 できる。 選択することができ ができる。

る。

自らが行うべきこと 自らが行うべきこと 行動に必要な準備を

課題対応能力
に意欲的に取り組む を判断し行動するこ 他者と協力して行う

ことができる。 とができる。 ことができる。

社会の一員としての 目標に沿って行動で 目標がどれくらい達

役割と責任について きているか判断する 成できたか評価する
キャリアプラ

関心を持つことがで ことができる。 ことができる。
ンニング能力

きる。

個別の目標と支援（例）

個別の目標 自分にできる地域貢献活動を発表できる。

支援 体験者の話や生徒会通信による情報を提示する。

知識・理解

自分も地域で暮らす

一人であることを理

解できる。

自分の持ち味を把握

し，地域の中ででき

ることを考えること

ができる。

自らの役割を理解

し，行動することが

できる。

社会の中で自らが果

たすべき様々な立場

と役割を踏まえて行

動することができ

る。

評価規準 自分から進んで活動に参加し，最後までやりきることができる。

（関心・意欲・態度，課題対応能力）
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指導計画（全4時間）

第 1次 地域のためにできること（ 1時間）

第2次地域貢献活動（2時間）

第3次活動を振り返って（ 1時間）

学習の様子

清掃活動 駅周辺でのようす

指導上の工夫点・改善点

清掃活動 学校周辺でのようす

・一人ひとりが考えや意見を出しやすくするため，また，話し合う場面や注意事項の確認

などを確実に行うことができるようにするため，少人数のグループで活動するようにし

た。

・天候が良くなかったこともあり，地域の人に出会うチャンスがなかったo 地域とのつな

がりをより実感できる活動の工夫が必要であると感じた。

・校外での活動のため，特に安全には配慮した。しかし，実際には車道に落ちているゴミ

を拾おうとするなど，想定される危険については細かく指導する必要があった。

生徒の変容

・お互いのグループの様子が気になり 競いあうように活動した。効率よくゴミを拾うた

めの動きや役割など，生徒自らが工夫して活動した。

・計画段階では消極的だった生徒から，活動途中に「し1っぱいゴミが取れるのがたのしいJ

といった声があがり，積極的な活動になっていた。

・事後のアンケートでは，生徒会の行っている，「ボランティア活動にも参加してみようJ

とし、う意見や，「次は，とおくに行ってゴミを拾いたしリ「また，きたなかったらきれい

にしますj 「日本全国きれいにしたいですj など，活動の広がりに意欲的な記述がみられ

た。
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キャリアマネジメント（しごと）分野単元計画

「校内実習をしよう」単元名

指導対象 東雲中学校第1学年3組 6名（男子5名，女子1名）

単元設定の理由

中学校・高等学校は学校から地域社会へと生活の場を広げていく時期である。生活も家

庭や学校を中心としたものから働く生活を少しずつ考えてし、く段階にあり，徐々に職業へ

の関心を高めてし、くことが必要である。その第 l段階として第 1学年では校内で働いてい

る職員から指導を受け， 日々見ている身近な仕事に関心を持たせたい。また，その経験を

通して，職業生活に必要な身だしなみやマナーを学ばせたい。

指導目標

校内で仕事をする環境職員から指導を受けることを通して，身近な仕事への関心を高

めるとともに，身だしなみ，あいさつ等のマナーを身に付ける。

評価の観点

関心・意歌・態度 思考・判断 ・表現 技能 知識・理解

働くために必要
どのような挨拶

社会には様々な仕
人間関係形成・ やふるまいが適 様々な仕事に挑

社会形成能カ
なマナーに関心 事があることがわ

切であるか考え 戦する。
を持つ。 かる。

る。

自分で状況を考 一定の時間指 自己の適性に応じ
自己理解・ 実習に進んで取

え，適切なふるま 示内容に沿った た業務内容がある
自己管理能力 り組もうとする。

作業ができる。 ことがわかる。いをする。

指示された仕事 仕事を無駄なく 指示された仕 業務に応じた適切

課題対応能力 をやってみよう こなそうと工夫 事を遂行するこ な用具があること

とする。 する。 とができる。 がわかる。

作業計画に沿っ どのような計画 計画を立て，作業を
キャリアプラン

て仕事をするこ
実習計画を立て

する必要があるこを立てるのがよ
ニング能力 ることができる。

とがわかる。とに意欲を持つ。 いか考える。

個別の目標と支援（例）

個別の目標必要な場面であいさつや返答をすることができる。

支援 あいさつや返事のモデ‘ルを示す。

評価規準 自分からあいさつをしようとしている。

（思考 ・判断・表現，人間関係形成・社会形成能力）

指導計画（全6時間）

第 l次 身だしなみや職場で必要なマナー（あいさつ，返事）がわかる。（2時間）

第2次 校内実習（職業体験実習）を行う（4時間）

①実習の計画 ②実習 ③振り返り
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学習の様子

草の掃き集め作業 芝刈り機の操作体験

指導上の工夫点・改善点

－本校の環境職員の業務を体験した。

・はじめは指導職員との関係が作りにくく，声を出すことも少なかったが，作業を進める

中で，自分から質問したり，完了の報告をしたりするなど，活動がスムーズになった。

・質問コーナーを設定し，日ごろ話すことの少ない環境職員の先生方の業務について知る

とともに，あいさつや身だしなみなどを意識できるようにした。

生徒の変容

・事前には活動時間が長いと不満に患っていた生徒もいたが，事後には，もっとやりたい

とし、う発言が見られた0

・実際の用具は想像以上に重たく一件簡単そうに見えた業務が，相当大変だということや，

環境の先生は雨の日は道具のメンテナンスをしているなど，毎日多くの業務があり，新

たな発見があったという感想を持つ生徒もいた。

・仕事の大変さ，見えないところでの苦労を聞くことができ，働くことを考えるうえで楽

しいだけではないということが体感できたようである。
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キャリアマネジメント（かてい）分野単元計画

単元名 「家庭食生活J

指導対象 東雲中学校 2学年3組 6名 （男子5名，女子1名）

単元設定の理由

将来的な自立と社会参加を視点、とし，必要な課題への実践的な態度を習得させる。成長期にあ

る生徒の食生活において，課題が山積する実態がある。具体的には，簡便なインスタント食品の

多用や偏食による野菜不足，あるいは夜間の間食や一人で食べるなどの食習慣がみられる。栄養

バランスのとれた食事，規則正しい三食のリズムの重要性に気づき，また食を通じた人と人との

つながりや，食文化の継承への思索を深め，生援を通して健康な生活を送るための「食に関する

知識や技能j を学ぶために，本単元を設定した。

指導目標

自分の身の回りの食環境に関心を持ち，健康で安全に暮らす食生活を自ら整えることができる

ようにしていく。

(1)自分の食生活を振り返り，身の回りの食環境に関心を持つことができる。

(2）食事の役割について理解し，栄養ノ〈ランスのとれた食材の組み合わせを考えた「献立Jを作る

ことができる。

(3）基本的な調理器具の名称や適切な使用方法を理解し，安全で衛生的に調理実習を行う。活動に

見通しを持ち，分担と協力を行い最後まで集中して取り組むことができる。

(4）食事をするマナーやエチケットを知り，周りの人とともに楽しく食事ができる。

評価の観点、

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

共に生活していく 家
健康的なバランスのと 分担・協業してi潟理実 家庭内や地域で暮らす

人間関係形成・ 族や地域社会について
れた食生活や安全な食 習などの活必ができ ための「食のありかたJ

社会形成能力 食の面から関心を符
重量境について考える。 る。 を理解できる。

つ。

自分の周りの食環境や 自分にとって健康的な 簡単なi波立を作り，調
自己理解・ 自分の諒題と役割につ

他者との違いに気づ 食生活とは何かを考え 理を行うことができ
自己管理能力 いて理解できる。

く。 る。 る。

バランスの良い食生活 食生活の中での問題点 目的にあった翻理器具 なぜ栄養バランスが重

課題対応能力 に関しての関心を持 を判断し．完全策を を安全に使用すること 婆かを正しく理解す

－＇）。 考えることができる。 ができる。 る。

どのように食べて，い 継続的に栄養ノミランス
健康的な生活について 人にとって安全で健康

キャリアプラン きいきと暮らしていく を綴り返り，日常生活
考え， 「食j への関心 的な食f.1境について理

ニング能力 か宏計画することがで の改善を図ることがで
を持つ。 解し，実践に努める。

きる。 きる。

個別の目標と支援（例）

個別の目標必要な用具を自分で選ぶことができる。

調理器具の正しい扱い方がわかる。
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支援 絵カードや具体物を使って示す。

作業分担を示し，必要な用具を明らかにする。

評価規準 必要な器具を使用して調理実習を行うことができる。（技能，課題対応能力）

指導計画（全70時間）

第 1次 自分の食事内容や社会の食環境を振り返り，栄養ノ〈ランスの理解と食材の安全を理解

する。（24時間）

第2次健康的に生活するための基礎を学び，献立を立案し，調理ができるようになる。

(23時間）

第 3次 食事のマナーに関する理解を深め，活用する．方法を学ぶ。（23時間）

学習の様子

食品の
調理

栄養素別分類
（ピザトースト）

指導上の工夫点・改善点

・食生活の振り返りをチェッククイズ方式で行うことで，「注意すべきポイントJが具体化

され，食の課題を理解しやすくなり，また授業者側にも生徒実態が明確になった。

－栄養素の儲きと食品群を理解させるため，各自の希望で分担し図表作成に取り組んだ。

視覚的に一覧でき，把握しやすくなった。

・調理にあたり，各自の技能が異なるが，ベアチームで分業・協業することで，達成J惑を持

たせることができた。声をかけあって安全に留意しあったり，切り方や盛りつけを工夫

したり，最後まで集中して作業できた。

・知識の理解と技能の修得をバランス良く進めていくことに努めたが，さらに食環境や食

文化への幅広い関心を深め，「食j を基点にして将来の生活に繋がる生活力を獲得できる

よう，教材の工夫が一層必要である。

生徒の変容

・I食J（食べたい・食品）への意欲は高いが，経験の少なさから食の安全や添加物等の問

題意識はあまり高くない。また栄養に関する知識や調理技能にばらつきがみられた。し

かし，自らの「食Jを振り返る学習を進めるにつれて，安全で健康に暮らすための食生

活への興味が高まり，栄養バランスを考えた食材選びゃ献立プランに結びついていった。

・簡単な朝食の献立を考察し，作業分担して調理実習を行った後，作る面白さや楽しさに

気づき，自発的に家庭でアレンジメニューを実践する生徒もいた。反面，依然として「包

丁が怖くて，洗い物ができないJ「両手の使い方がうまくし、かず，切り方が危うし、J生徒

や，「自分の持ち場を譲ってしまって，他人任せJとしづ生徒もおり，時間をかけた支援

が必要な実態がある。
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く毎設聾芸実践例〉

単元名 キャリアマネジメント（くらし）

「説明会をしようJ

対象東雲中学校槻リ支援学級生徒 18名

指導目標

(1）自分の儲リと責任を意識し，担当する役割を謝汁

ることができる。

(2）計画こ沿った見通しのあるt閣ができる。

(3）考えたことを説明したり，質問に兄等したりするこ

とができる。

評価の観点 ｛網鶴け部分は本時の重点）

臨む・意欲・態度 思考・事断・表現

協力じて説明会を行うことに

I~ 
意欲を持つ．

他者の意見を敗摘萄央できる。

ア．目的を持って活動すーる。
ア．自分の意見を持つ。

イ．協力して活動する。
イ．催猪の意見Jこ共感する。

ウ．｛材調に活必を釣きカ唱する。
ウ． 意見d湘透明断する。

学溜したことを伝えることに よりよく伝わる方法を工夫する

意欲的を持つ。 ことができる。

ア．イ云えたいことがあるc ア意見を修正する。
イ．｛云えjJに関心を持つ。 イ．修正する方法を示す。

ウ.t足り返し伝える2 ウ．自催的地設含する。

自分の役割を怠欲的に遊行す 質問された内容に適切に応答す

ることができる。 る。
ア．自分叫矧がわかる。 ア．答える内容を考える。

イ．役訴に沿って活効する。 イ.1.'.聞の窓図を釈邸付る。

ウ．見通しを持ってし泊。 ク．惣餅の質問に応じる。

プ 今後の活動のための改善点を
フ 質問される内容を考える。
ンキ 考えることに意欲をもっ。

ニ アヤリ ア．改混4互に気付く。
ア質問をあらかじめ予狽jする。

努グ イ．改善点の有無を考える。
イ答え方を被数考える。

ウ．アドバイスする。
ウ答え方を羽鈎r-tる。

本時に樹コる．生徒の曳態と個別の目梶支援〈倒）

徒生 年学 本単元に関わる実態

指導計画（全8時現）

第1次 説明会の実施について（計画・準備）

(3時間）

第2次 学年別の活動と説明会準備（3時間）

第3次 説明会（18哲郎 … …（本官寺）

第4次 Z刷会を終えて （UI欄）

本時の目標

(1）説明する時は，学習した内容を適切に説明すること

ができる。

(2）質問を受けた時は質問の意図に応じた内容で尻溶

することができる。

技能 免職・志野

他者や自分の意見から説明にふさ
自らの意見を伝えるよりよい方

わしい意見を選択することができ
法を湖軍することができる。

る。
ア．伝え方がわかる。

ア．意見を述ベる。
イ．傑々 刻云え方をあげる。

イ．反論する。
ウ．よりよし、方法がわかる。

ウ．適切な意見をi笠~·する。

学習したことを伝えることができ 活必によって学習したことを理

る。 解できている。

ア．必要なp;.熔を伝える。 ア．資料を見て想起する。

イ．メモを見ながら伝えるe イ．活l訪の目当てがわかる。

ク．相手を見て伝える。 ウ．学習したことを話す。

自らの僻l遂行のために行うべき
学習活動の内容を理騨し，課題に

ことを判断し行動することができ
応じた活動ができる。

る。
ア．活動内容を理解する。

ア．今行うことを考える。
イ．活動に必婆な準出初2わかる。

イ．すべきことを相跨汁る。
ク． 目的tと応じた活劫ができる。

ウ. ~縫製買に配列する。

今後の活動に生かせる窓見を発信
学留の目的や内容を朝早し， ftl!O)
学習に生かそうとすることがで

することができる。

ア．自分以浅智、を伝える。
きる。

イ．自分の怠見を伝える
ア．生活の中で生かす。

ク．改善点を伝える。
イ．学習内容と悶座付ける。

ウ．際陸する内容を見つける。

個別の目標と 目標達成のための

評価σ現長 支援

発語が不明瞭なため，考えや思いはあるが自分の意 相手を見て，自信を持つ 原稿を活用し安心

見を言葉で表現することに苦手意識があり，相手を て説明する3 させる。

c 1 直視できないことがある。メモやL特1高を事前に作成 投書包／El己選告書・自己管理能力

すれば安心して伝えることができるようになってい ・・・ウ

る。
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学習活動（0）と支援（＠） 指導上の留意1主（。言明田

本時の学習について

0あいさつをする 口運営で生徒ができる部分

導 0刺寺の活動体J容を櫛官、する。 はイ壬せる。

入 0説明担当者は各会場に移動しスタンパイする。

0総合司会者は各会場の説明内容を説明する。

0誘導係が各会場〈案内する。

説明会をする

l年生 2年生 3年生

0活動内容の説明。 0活動内容の翻月。 0活動戸司容の説明。 口説明しやすい雰囲気をつ

－調査の目的 －活動の目的 －活動の目的 くる。

－活動の内容 －活動の内容 －活動の内容

－わかったこと －まとめ －まとめ 。学習したことを伝えるこ

＠聞き手に向かつて説 ＠聞き手に向かつて説 e聞き手に向かって説明 とができる。 伎町自己

明するよう促す。 明するよう促す。 するよう促す。 理解・自己管理動り）

－・・・・生徒C ＠説明用の写真と原稿 ＠メモを持たせる。

＠原稿を｛吏わせる。 を使わせる。 ＠カード等を用いるよう

＠説明の内容を事前に にする。

展
＠滞るようであれば活 確認させる。

開
動を促す言葉がけを

行う。

＠ストップウォッチで、タ

イムトプ剖肘。 口質問には，生徒自らの言

0質問に応答する。 0質問口t、答する。 0質問に応答する。 葉で答えさせるようにす

＠質問内容を復唱し，考 事質問の内容を理解し ＠質問内容に応じて，担 る。

える時間をつくる。 やすい言葉にして伝 当者が答えるよう促 。質問された内容に適切に

え考えさせる。 す。
応答する。 （思考・判断・

表防課題対応能力）
e質問内容に応じ，きっ

かけになる言葉を提 ＠応答しやすいように， ＠応答に困るようなら， 口時間に留意し，説明会の

示する。 ヒントになる言葉を きっかけになる言葉を 運営をスムーズにする。

提示する。 提示する。

約四繰り返す三 *3回繰り返す。 *3回繰り返す。

料紡振り返り 口生徒の感想の良いところ

0評価表に記入する。 をとらえ，肯定的な評価

ま
＠溺R肢を例示する。 になるようにする。

と 0説明会を振り返って鬼糖を発表する。
め 0説明会参加者から感想を聞く。

0あいさつ
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VI.カリキュラム実施による生徒への効果と譲題

1.綬菜観劇こよる生徒の格子

授業観察における生徒の様子を見とるが去として，

単元ごとに僧或した勧期リの矧面を基に，生徒一人ひ

とりについて個別の目標を設定し，授難麦のカンファ

レンスにおい－c評価を行った。また，役割を担う場面

を設定したり，自己肯怠感を高められる言葉かけや共

有体験ができるような場を設定したりするなどし，授

業を計画し指導支援を行っ丸事前の授業の確

認を行うことができるようになった者や，自分σ玲鰭lj

を理解する事で，長日軒高にわたり，落ち着し、て作業に取

り組む事ができるようになった生徒や，生徒間での話

し合いを行う場面で，意欲の持てなかった生徒

が付議を使用して書き出すことで発表につながるな

ど，学習キ活動の場面におして変化が見られた。

2.単元実胸こよる資質や能力の向上

6月のキャリアウィーク Iで2学年生徒が裁量した，

社会生活に関わる内容（くらし）分野の単元「地域と

のつながりJでは，通学路の清捕舌動を実施した。授

業後の振り返りでは「次は とおくに行ってゴミを拾

いたしリ 「また，きたなかったらきれいにしますJ 「日

本全国きれいにしたして寸Jなどと活動の内容だけに

とどまらず，今後の活動の展開をイメージする内容が

見られた。

10月から 11月にかけて実施した，社会生活に関わ

る内容（くらし）分野の単元「説明会をしようJで説

明する内容として，I年生は「安全マップ作り」 （くら

し） ' 2年生は「プレ職場体験学習J （しごと） , 3年

生は「ボランティア活動j （くらし）の各学習活動を

選択した。その学習活動を実施するための計画を自分

たちで考え新子するとともに，活動内容や考えたこと

等をまとめ，第三者に説明する寸車の学習課題を設定

した。

授業直後のふり返りシートの言改出こは「自分の役割

ができたJ 「質問に答える事ができたJ 「みんなに伝

わる声の大きさで話したJなどの意見があった。

次の図4；主 1年生（6人）を対象に． 「説明会をし

ようJ単品終了後に行ったアンケー卜調査の結果であ

る。

アンケート調査では，各単元について，キャリアマ

ネジメントにおいて育てようとする資質・能力 （① 

社会生活に必要なスキル②就労への意欲③自己有

用感・自己効力感等の内発的な意欲④自己の麟字と
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車腿遂行カ

自己の芝解と抱強による評価

自己有用~ －自 三効力感。の内苑的
な!:t欲

事乙労へのit欲

仕会生活に必要なスキル

図4 生徒の自己評価

2.66 

2.16 

2.3 

2.5 

2.41 

在躍による間匝力信潮堤革針子力）に関する質問を行

い，選択肢と詰主によって評価を行った。各項目を3

点満点で矧面し，その平均置である。継続して，付け

たい資質特色力について分析してし、くことで生徒への

効果を明らかにする必要がある。

また， 「自分の係がよくできたと思うJ 「一緒に発

表している人の態度が気になったj fまたやってみた

し、J「ずっと緊張していたけど，質問にも答えられたJ

などの言E述があった。

3.教師による評価

似士会生活に必要なスキル

あいさつをする場面において，自分から言う，相手

を見て名前を加えて言う，いったん立ち止まって言う，

などの行動が，多くの生徒に見られるようになった。

場に応じた声の大きさなどにはまだ課題がある。

②就労への意欲

職業生活に関する学習では，活動前に準備をする，

必要なものを確認するなど，上級生を中心に意欲的な

行動が増えてきた。様々な体験活動を通して，意欲が

高まりつつある。

③自己有用感・自己効力感動コ内発的な意欲

集中して取り組めていなかっ‘た生徒が，活動の中で

自分のすべきことをやりきる，認められるという怨致

を積み重ねを通じて，自ら集中して取り組もうとする

姿勢が見られ7"4,集団の中で自分の考え

たことを表現することにためらい治主少なくなった。

④自己の理解と把握による評価力

集団の中で，場の雰囲気をとらえ，自らの行動を調

整しようとする場面が増えてきた。また，自らの苦手

なことに対して，どのようにしたいかを言葉で表現で



きるようになった。一方で，できていないのに，でき

たと表現したり，その逆－の場合もあったり，自己の活

動を適切に托躍して評価を行うことには課題があるo

e濡摺遂行力

作業活動では少し；難しいことになると途中でやめ

てしまうことのあった生徒が，スモーノレステップの課

題設定や，得意な部分をイ壬せるなどの支援によって，

次の課題に進もうとする宥汗があった。

班カリキュラム実樹こよる保護者への効果と課題

本学級の保護者は，入学時教育相談時のアンケート

や毎年行っている個別の教育支援計画・指導計画作成

のためのアンケートにおいても，卒業後の進路として

全員が就労希望である。また，校内に障害者雇用によ

る環期議員2名（本学級の卒紫d立が雇用されており，

間近にその将来の様子をモデルとしてみることができ

ることから，生徒たちは働くことを具傾切こ考えやす

し噴穆訪Eあることから，総じて働くことや3寺来の社会

生活の充実に向けた学習には期待が高J..'o 

1 キャリアウィークの実施

今年度， 6月にキャリアウイ｝ク I, 11月にキャリ

アウィークEとして，キャリアマネジメントの各単元

の一部を寸園間程度の期間にまとめて知面した。将来

の進路に対する意識の高揚明隼路に関わる情報提供を

意図し，保護者や卒業生を巻き込んだ活動を組み込ん

で実施した。

6月 15日（日）に行った「進路を語る会jでは，本

判長の生徒だけでなく，本学級の卒業生で構成する青

年学級生と，保護者で構成する親の会の一！司が会し，

働くことや地域で0湛らし，家庭での生活について，

それぞれの立場から意見反換を行った。休日であった

にもかかわらず，中学生の保護者i丈ほぽ全員参加で

あり，関心の高さがうかがえた。事後の感想、をみると

「就あサ三けでなく，余暇の過ごし方，充実とし、った課

題」を捉えたこと I進学特坊に関する情報を得られ

て参考になった」ことなど，これからの進路を考えて

いく観劇寸けになったようである。一方で「就織が決

まるまでのいきさつについて話が聞きたいJという意

見や「みんなで意見を出し合うのd色少し戸惑っ、たJな
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どがあり，儲護者の，進路を語る会＼のニーズ‘の拒握

や会の進め方については言鰻重があった。

2.保護者アンケート調査の結果から

キャリアマネジメントの授業について，保護者がど

のくらし吹日ってしもか（図5，図的や，家庭での般

化の様子（図7）について，キャリアウィーク実施後，

11月にアンケート調査を行った。アンケートの記入に

あたっては， 4件法と記主を併用した。
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図6 キャリアマネジメントの伝染で学習したことを家で話

している
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図7 キャリアマネジメントの録会て母宅？したことを家でも
やっている

課題点、として，生徒の多くは家庭で学習したことを

話しており，日々のi麟 I帳や懇談等を通じて糊．から

情報を伝えているが，それだけでは十づ：喉護者に学



習内容が伝わっていないことが示されている。今後，

f青軒提供の工夫が必要である。

お主の中には， f他校にはなし、東雲中学校ならではの

教科に大きな期待を寄せてし、るJ「子どもに必要な実体

験をすることで，自信がついたり自立につながったり

と，中学生になりとても成長したように思う」「自立に

向けて，社会の中で自分と折り合し、をつけながら魁尺

する経験を主瀬いしたしリとしりた意見があり，保護

者の期待が感じられた。

斑カリキュラム誕卸こよる教賂員への効果と課題

3種類のアセスメント（S-M社会生活能力検査， ¥VIS

C-IV, lfAP）の実施とともに，生徒を対象にキャリア

教育の基聯句・訊月的能力に関するアンケートを実施

した。指導内容やか法，評価項目について検討するう

えで，現在の生徒の姿から見直すとし、う視点、と，将来

の生徒の姿を想定して見直すとしづ視点の両方の重要

性を教員の共通の視長として確認することができたお

また，視察キT広島県内特別支援学校高等著~を来像とし

たアンケート調査により，中学校樹習として指導する

ことが望ましい内容を明らかにしていくにつれ，本校

の実践で不足している部分，過剰な部分の検討を繰り

返しながら，小中高のつながりの中での中学校劇替の

役割につして整理し，より郎、指導内容や方法，矧面

について検討しようとする意識が高まった。

oc陪題点と謀題

1.指導内容について

「職業・家庭Jに加えた内容は，新たな内容となっ

ているのれ従来のものを初強敵すオUま含まれてい

なし、か，新たな内容となってしもかを検詐げるととも

に，具体的な活動が見える内容の確立にむけ今後も研

究を進めてし、きたし＼

2.効果の棋誌

砂間開発の効果の検証を授業実践を通し行うこと

を目指し，授業改善に取り来.El.Jvでいる。現劇3皆での妥

当な検証が行えているれこれまでの積み重ねの中で，

実践資料は蓄積されてきているが，整理や分析につい

てまだ不十分なところが残されている。今後は資料の

整理を行い，具J附句な機拠を示しながら，効果を引き

続き検証してし、きた川

3. 学習評樋について

評価方法については，4観点とキャリア教育の4能力
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をクロスさせた， 16項目の智J羽ljによる分梢句な評価

を試行した、さらに，各項目を生徒の成長の様子をと

らえ， 3つの内容に分けて評価を進めることとした。評

価項目の多さによって，教員間で共通珪捕手のもと授業

を行っていくことやカンファレンスで共通の視点、をも

つこと等に難しさがあり，次の授業につなげ‘ていくこ

とが寸分に機能しているとは言えなかった。そこで，

生徒の様子を糊在に捉え次の授業につなげる評価を適

切に行うために，評価する生徒を絞っ－a.対子しむこ

の方法によって，対象とした生徒の成長を授業担当者

が托握し，授業後のカンファレンスでは対象生徒の様

子や支援の有効性等について協議をすすめることがで

き，次の授業における目標設し定や支援方法の改善，教

材の工夫等，次の授業につなげる改善点が明らかにな

った。また， 「キャリアマネジメントJで、育てたし、資

質ペコ能力を意識し評価の観点、を絞って授業づくりを

進めていくことが必要ではなし、かとの指摘もあった。

今後は，教員聞の共通理解に基づく適切な評価が行え

ること，また，すべての生徒の成長や授業開面を適切

に柁臆するための指標になるよう，実践と改善や工夫

の繰り返しを行い，適切な評価方法を確定してし吃た

し、。
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